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「
参
院
選
で
比
例
５
議
席
獲
得
へ
」。
日
本
共
産
党

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
後
援
会
交
流
・
決
起
集
会
が
11
日
、

名
古
屋
市
内
で
開
か
れ
、
愛
知･

静
岡･

三
重･

岐
阜
の

各
県
か
ら
百
人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。
井
上
さ

と
し
参
院
議
員
（
比
例
候
補
）
が
決
意
表
明
し
、
佐
々

木
憲
昭
衆
院
議

員
が
ネ
ッ
ト
選

挙
解
禁
に
触
れ

て
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。 

 

井
上
議
員
は

２
期
12
年
の
国

会
で
金
権
腐
敗

や
米
軍
特
権
の

追
及
、
人
権
問
題

を
取
り
上
げ
て

 

 

き
た
こ
と
を
紹
介
し
、
必
勝
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
責
任
者
の
岩
中
・
愛
知
県
委
員
長

が
、
直
前
に
開
か
れ
た
７
中
総
を
報
告
し
、
後
援
会

の
力
で
参
院
選
を
勝
ち
抜
こ
う
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

佐
々
木
議
員
は
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁
に
あ
た

り
、
み
ず
か
ら
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
始
め
て
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
語
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
党
の
姿
を

知
ら
せ
、
支
持
を
広
げ
る
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

分
散
会
で
の
経
験
交
流
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
名

簿
管
理
・
ニ
ュ
ー
ス
作
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
の
実
践
講
座
を
開
催
。
名
簿
管
理
で
は

具
体
的
な
使
い
方
が
紹
介
さ
れ
、
熱
心
に
メ
モ
を
取

る
人
や
飛
び
入
り
で
経
験
を
紹
介
す
る
人
も
。
ツ
イ

ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
講
師
が
ス

ク
リ
ー
ン
を
使
い
な
が
ら
丁
寧
に
説
明
し
、
ま
ず
は

始
め
て
み
よ
う
と
い
う
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

分
散
会
は
役
員
体
制
や
ニ
ュ
ー
ス
発
行
の
努
力
、

会
員
訪
問
や
６
軒
に
１
軒
の
割
合
で
後
援
会
ニ
ュ
ー

ス
読
者
を
作
っ
た
経
験
、
街
灯
、
信
号
設
置
な
ど
の

要
求
活
動
、
「
全
国
は
ひ
と
つ
」
で
同
窓
会
名
簿
な

ど
で
元
カ
レ
、
元
カ
ノ
の
名
前
を
調
べ
て
の
支
持
拡

大
、
納
涼
祭
り
や
新
年
会
、
バ
ス
９
台
で
旅
行
に
行

く
豊
橋
市
の
活
動
な
ど
を
交
流
し
ま
し
た
。 

 

井
上
さ
と
し
参
院
議
員
は
15
日
、
予
算
委
員
会

で
閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝
と
日
本
維
新
の
会
の
橋

下
徹
共
同
代
表
（
大
阪
市
長
）
の
「
慰
安
婦
は
必

要
」
発
言
に
つ
い
て
、
安
倍
首
相
の
認
識
を
た
だ

し
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
橋
下
発
言
に
つ
い
て
「
人
間
の
尊
厳

を
お
と
し
め
る
暴
言
だ
。
許
せ
な
い
」
と
批
判
。

閣
僚
が
「
タ
イ
ミ
ン
グ
が
非
常
に
悪
い
」（
下
村
文

科
相
）
、
「
従
軍
慰
安
婦
は
当
時
は
必
要
性
を
感
じ

て
い
た
か
ら
こ
そ
あ
っ
た
」（
谷
垣
法
相
）
と
述
べ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
タ
イ
ミ
ン
グ
は
悪
い

が
、
内
容
は
問
題
な
い
と
い
う
の
が
安
倍
内
閣
の

立
場
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
安

倍
首
相
は
「
他
党
の
代
表
の
発
言
で
わ
れ
わ
れ
と

は
立
場
が
異
な
る｣

と
繰
り
返
す
だ
け
で
し
た
。 

 

井
上
氏
は
「
強
制
連
行
認
め
ず 

安
倍
首
相
の

認
識
踏
襲
」
（
毎
日
新
聞
）
な
ど
の
報
道
を
示
し
、

「
違
う
と
い
う
な
ら
、
従
軍
慰
安
婦
は
必
要
と
い

う
の
は
間
違
い
だ
と
は
っ
き
り
の
べ
よ
」
と
た
だ

し
ま
し
た
が
、
首
相
は
最
後
ま
で
橋
下
発
言
を
否

定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

ま
た
井
上
氏
は
、
靖
国
神
社
に
あ
る
軍
事
博
物

館
「
遊
就
館
」
は
、
過
去
の
侵
略
戦
争
を
「
ア
ジ

ア
解
放
の
戦
争
」
と
美
化
す
る
特
定
の
歴
史
観
を

持
っ
た
特
殊
な
施
設
で
、
そ
こ
を
閣
僚
が
参
拝
す

る
の
は
、「
政
府
が
お
墨
付
き
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
」
と
追
及
し
ま
し
た
。 


